
（a）系列単位のデータ分割
隣接フレームを異なる集合へ混入させない

t0 t1 t2 t3

学習
S01–S04：基準辺長とモデル学習

検証
S05–S08：α，τを選択

評価
S09–S12：固定条件で最終評価
分割単位はフレームではなく撮影系列

（b）検証系列で動作点選択
PCKと採用率のトレードオフを固定

0.90

0.70
採用率

PC
K@
0.
2

選択点（α∗，τ∗）
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● 各点：検証系列だけで算出
線：採用率を変えたときの動作曲線

評価系列で再調整しない

（c）独立系列で条件別評価
点推定と95%信頼区間を報告
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点：平均，線：95%信頼区間

注：画像，系列ID，評価値は組版説明用の合成例である． ［架空の記入例・提出不可］


